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筆者は北大ドイツ史研究会から、カール・シュミットの場合と異なり、
なぜエルンスト・ユンガーがナチズムに屈しなかったのか、という問題に













































































































































































































上で』について――」、『創文』2000 年 6 月、1〜5頁。
( 3 ) Ernst Jünger, ,,Revolution und Idee“, Völkischer Beobachter, 23./24. Sep-
tember 1923, Unterhaltungsbeilage. ちなみにユンガーは、1923 年の春から
夏にかけて度々ミュンヒェンに行き、同市に住む妹とルーデンドルフとを
訪ね、その際ヒトラーの演説会にも足を運んでいる。Vgl., Helmuth Kiesel,
Ernst Jünger. Die Biographie, Siedler, 2007, S. 269.
( 4 ) Ernst Jünger, ,,Schließt Euch zusammen !“, Standarte. Wochenschrift des
neuen Nationalismus, Nr. 10, Juni 1926, SS. 222-226.






( 6 ) ユンガーは 1945年 5月 7 日付けの日記でこの出会いを次のように回顧し
ている。「私は、いまフランケの家でなら博士〔ゲッベルスのこと――訳
者〕が秘義を打ち明けるだろうと考えた。しかし彼はもう一度同じ決まり文













( 7 ) Ernst Jünger, ,,Ntionalismus und Nationalsozialismus“, Arminius. Kampf-






とを考慮して、本稿では ,,Nationalsozialismus“ を「ナチズム」、 ,,National-
sozialist“ を「ナチ党員」と訳した。
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